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私たちの医療システムでは、予防と患者ケアの
水準維持を最優先事項に据えています。高齢
化が進み治療方法が進化する一方、ケアを必
要とするデンマーク人の数は確実に増え続けて
います。

革新的なデジタルソリューションは、患者ケア
の改善にも、増え続ける患者を抱える医療シス
テムのリソース解放にも貢献する可能性があり
ます。医療技術や支援技術によって、私たち
の医療システムにおける治療をさらに改善でき
る可能性もあります。革新的な技術を医療に
導入すれば、システムの負荷が軽減できるだけ
でなく、私たちのウェルビーイングに関する視点
を変える機会になるかもしれません。

私たちには、官民パートナーシップを通じて医療
イノベーションを後押ししてきた長い実績があり
ます。
医療技術と支援技術は、医療・行政・社会
の各レベルでさまざまなメリットをもたらします。

遠隔医療でリモートケアを実現する、ウェアラブ
ル端末を介しデータに基づいた情報を提供して
人 を々援助するなど、こうした技術は地理的な
制約を克服し医療を身近なものにしてくれる可
能性があります。

さらに、人工知能と高度なデータ分析とを統合
すれば、ケアの利用しやすさや診断精度の向
上、その人に合った治療方法の策定、リソース
配分の最適化にとどまらないメリットが生まれる
可能性もあります。

私たちが抱える課題を踏まえると、イノベーショ
ンを進める力、そして新たなソリューションを開
発・実施・拡大する力が、今後のヘルスケア
を発展させ最適な患者ケアを提供する上で極
めて重要になるでしょう。

私は本レポートが、デンマークで進められている
医療イノベーションの性質について示唆に富ん
だ情報を提供し、世界中で堅固な医療システ
ムを開発し強化するために役立つと確信してい
ます。

ソフィー・ローデ 
内務保健大臣

他の多くの国と同様、デンマークも今後数年の
うちに人口動態が大きく変化します。高齢者人
口が増えつつあり、2050年には80歳以上の
国民が今より30万人増えると予想されていま
す。

寿命が伸びているというのは、もちろん喜ばし
いことです。しかしそれにより、必要とする人に
適切なケアを提供する上での課題も生じます。
2035年には、デンマークで1万4500人のケ
アワーカーが不足するだろうと予測されていま
す。この課題の解決策のひとつが、テクノロ
ジーの活用です。

技術開発は多くの分野で盛んに行われていま
すが、私は技術ソリューションを福祉分野にも
適用することに、大きな可能性を感じています。
この分野では十分裏付けのある技術ソリュー
ションがすでに数多く存在しています。必要な
のは、その利用を増やし規模を広げ、そのよう
なソリューションがもっと開発されるよう奨励する
ことです。

可能性は十分にあります。賢く利用すれば、技
術ソリューションは高齢者の生活の質と個人の
自由度を向上させるとともに、ケアワーカーの
労働条件改善にも役立つでしょう。

さらに、支援技術はまたとない好機をデンマー
ク企業にもたらしています。

世界有数のデジタル化先進国であるデンマー
クは、支援技術開発で主導的立場に立つ機
会を手にしました。デンマーク政府は、官民パー
トナーシップを設立してスマートで革新的なソ
リューションの共同開発を進めるなど、この分
野のイノベーションを支援しています。

現在も将来も、技術にできることはたくさんあり
ます。支援技術を賢く利用すれば、高齢者・
従業員・社会のすべてがウィン・ウィン・ウィン
の関係になれる可能性があるのです。

メッテ・キルケゴール 
高齢者担当大臣

序文
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とは、1つまたは複数の福祉サービスを
利用者に提供・補助するための、 
利用者に焦点を当てた技術です。

支援技術と医療技術

支援技術とは、日常生活の快適性・安全性を向上
させ、日常の作業や移動を支援する技術です。
主に高齢者、慢性疾患を抱える人々、さまざまな
形・重度の障害を持つ人々を対象にしています。
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はじめに
デンマークの医療システムは、高齢化や慢性
疾患を抱える人の増加、医療従事者へのニー
ズの増大といった理由から、今後数年のうちに
大きく変貌すると予測されています。

こうした課題が浮上しつつある今、支援技術や
医療技術の戦略的な開発が極めて重要になっ
ています。
支援技術や医療技術は、障害や慢性疾患を
抱え、支援を必要とする人々の生活の質や自
由度を向上させることを目的としています。

デンマークは、社会福祉と医療のアクセシビリ
ティ向上に長年取り組んできた実績を持ち、そ
の根本には包摂性、自律性、社会参加という
概念があります。そこでは、医療従事者、研究
者、企業、利用者が協力し合ってニーズを特定
し、革新的なソリューションを生み出します。

デンマークでは高度なデジタルインフラが
整い、国民が技術に慣れ親しんでいます。
こうした背景が、時代とともに進歩する支
援技術やデジタル医療技術を導入する上で
の強い追い風になっています。

こうしたイノベーションは人手不足解消や、在
宅でのケアや医療サービス提供に貢献します。
これは、進行しつつある高齢化に対する政府
方針の裏付けでもあり、統合型ケアモデルの
一環をなすものです。

統合型ケアの核心は、複数の医療サービス提
供者間でサービスを調整し、質の高い、患者
中心のケアを提供するという考えにあります。



2030年には80歳以上のデンマーク人の
数は今より41％増加する

（出典：デンマーク統計局）

18%

10%

7%

積極的

64 %

意見なし

消極的

どちらでもない

 
介護や治療を自宅で受けるために 
デジタル医療ソリューションを利用する 
デンマーク人の傾向1
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在宅ケア

デンマークの医療システム
では国民皆保険制度により、国民は精神科医療を含む医療サービスを無料で平等に利用
でき、その費用は主に税収（84％）を財源としています。歯科サービスや医療自己負担金
等、一部の少額が自己負担で支払われます。医療システムの大部分は分散化され、5つ
の地域と98の自治体に分割されており、個人の自律の権利に基づき、病院や一般開業医
を自由に選択できます。

デンマークでは、医療サービスのデジタル化に
後押しされ、患者中心の医療がすでに高度に
発展しています。新しいニーズが現れるに伴
い、各分野でデジタル化が進められ、ニーズに
応じて調整されてきました。

デンマークではデジタル医療システムが整って
いるため、医療従事者間で情報を共有でき、
高度な連携や協力も可能です。これは特に、
複数の医療従事者によるケアを必要とする患
者にとって非常に重要です。

必然的な次のステップとして、在宅診療が
現在試験的に運用されています。在
宅診療には、最小コストでのサー
ビス提供、再入院リスクの低
減、患者参加の向上、人材
不足の解消など、多くの利
点があります。

本レポートでは、国を超えた対話を促し知見を
共有することを目的に、デンマークの支援技
術・医療技術のイノベーションおよび利用に対
するアプローチを説明し、導入事例とその背景
について紹介します。
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2018年～2024年デジタル医療戦略
2018年に導入された「一貫性のある医療ネットワークをすべての人
に」という戦略は、デンマークのデジタル医療の先進性をさらに推し
進めました。27の取り組みを通じて市民中心のケアを推進し、地域
や国の取り組みを支援し、技術の進歩に適応することで、2024年
までに持続可能な医療システムを確立することを目指しています。

デンマークでは、デジタルソリューションの導入
と統合に長年重きを置いて取り組んできたた
め、医療サービスのデジタル化が世界屈指の
水準に達しています。病院や一般開業医、地
方自治体の医療サービスのワークフローを、デ
ジタル技術が支えています。このような統合さ
れデジタル化された医療システムを構築する取
り組みは、国家レベルと現場の専門家レベル
の両方で始まりました。

現在のデンマークデジタル医療戦略（Strategy 
for Digital Health in Denmark）は、政府、デ
ンマーク自治体連合、デンマーク広域圏連合
の協力のもと発展してきました。その目的は、医
療システムを、安全で一貫性があり、デジタル
でありつつもアプローチは人間らしいネットワー
クである、と人々に体験から感じてもらうことで
す。

この国家戦略以外にも、自治体の大半がそれ
ぞれ支援技術・医療技術導入について戦略
を策定しています。そうした戦略の多くは、地域
の高齢者ケア政策に沿ったものになっていま
す。2013年以降、これら技術のテストや統合
を後押ししてきたのが、デンマーク自治体連合
傘 下 の 支 援 技 術 セン ター（Centre for 
Assistive Technology）です。

さらに、技術関連の取り組みは現在、デンマー
ク自治体連合の「イノベーション・技術部門」
に一元化され、福祉のさまざまな分野間の情報
共有を推進しています。

デンマークにおける 
支援技術および 
医療技術の活用戦略

デンマークのデジタルトランスフォーメーションを拡大する

事例 デンマーク自治体連合

デンマーク自治体連合は2023年に新たな取り組
みとして「技術パートナーシップ」構想を立ち上
げました。これはデンマークの地方自治体
におけるデジタルトランスフォーメーショ
ンの推進を目的とした、1年半のプロ
グラムです。

地方自治体での新技術の導入
を支援することで、人材不足
や高齢人口の増加といった
課題に対処します。

このパートナーシップを通じ
て、時間の節約と市民の福
祉向上につながることが実証さ
れている技術の導入に必要な
専門知識を提供します。重点分野
には、在宅ケアにおけるバーチャル訪
問、デジタルを活用したリハビリ、事務作業
の自動化などがあります。

このプログラムでは、他の参加自治体と情報共有
したり、技術や導入の専門家に相談したりする機
会も得られます。対象は、このパートナーシップの
土台である革新的なソリューションを導入する用
意のある自治体です。
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デンマークにおける 
イノベーションを 
活用した働き方
イノベーションはデンマークの医療システムの
根幹をなすものです。しかしイノベーションは全
面的に導入され、実際に人々の生活を支え、
変化させて初めて成功したと言えます。

デンマーク政府、研究機関、個人投資家は、
革新的なソリューションの研究・開発・実施
促進のための資金調達プログラムや助成金、
イニシアチブを通じて、イノベーションに出資し
これを支えています。官民パートナーシップ

（PPP）や官民イノベーション（PPI）もこの分野
のイノベーション促進に重要な役割を果たして
います。

より少ないスタッフでより多くの患者を治療する
必要があることから、ソリューション開発に医療
従事者が参加することは非常に重要です。

デンマーク首都地域にあるビスペビャー・フレデリ
クスベー（Bispebjerg and Frederiksberg）病院で
は「Behovsfabrikken（直訳で「ニーズの工場」）」
を発足させました。デンマークの他の4地域でも、イ
ノベーション促進のためこれと似た取り組みが実施
されています。

CO-PI

デンマーク政府、デンマーク自治体連合、デンマーク広域圏連合は、行政部門によ
るイノベーションを振興し、企業との協力を促進するための全国ハブとしてCO-PI

（官民イノベーションセンター）を設立しました。

CO-PIは幅広い分野を対象にしていますが、特に重点を置いているのが福祉支援技
術です。CO-PIは行政部門の革新力を高め、社会に恩恵をもたらす革新的ソリュー
ションを創造する上で、極めて重要な役割を果たしています。

診療補助システム「WARD 24/7」（呼吸器・
循 環 器 障 害 の 無 線 評 価：Wireless 
Assessment of Respiratory and circulatory 
Distress）は、病院の医師とデンマーク工科大
学のエンジニアによって作られたシステムです。
彼らは病院内の異なる場所にいる患者の健康
状態を追跡する手段を探していました。イノベー
ション・ファンド・デンマーク（Innovation Fund 
Denmark）からの支援のもと作られたWARD 
24/7は、現在ではスピンオフ企業として、学術
機関との官民パートナーシップという形で、規制
上や商業上の目標を追求しています。

このシステムは、病院でも患者の自宅でもバイタ
ルサイン（血圧、呼吸数、酸素飽和度など）をモ
ニターできる独自のソリューションです。高度な
AIアルゴリズムが、標準的なワイヤレスセンサー
で得たバイタルサインのパターンを解釈し、状態
の悪化を早期に、リアルタイムに検出します。同

システムは離れた場所にいる看護師のスマート
フォンに状態を表示して、重大な逸脱が見られ
たときのみ警告を通知します。このシステムは看
護師によって、また退院後まだモニタリングが必
要な患者の自宅でもテスト運用されました。結果
は非常に有望で、臨床的にも有意義なものでし
た。

ビスペビャー・フレデリクスベー病院とコペンハーゲン大学Rigshospitalet病院

事例 WARD

ビスペビャー・フレデリクスベー病院のイノベー
ション部門は、患者やスタッフが抱える課題の
克服に取り組んでいます。患者のニーズと医
療従事者の視点の理解に重点を置き、実践
的な個々の課題に即したソリューションの開発
に努めています。「Behovsfabrikken」はスタッ
フと協力して課題を特定し、それにふさわしいソ
リューションを模索します。

適切なソリューションがまだなければ、企業に対
し入札を行い、ビスペビャー病院と緊密に連携
して個別の開発プログラムで課題にイノベー
ティブに取り組む企業を募ります。

デンマーク首都地域

事例 ニーズの工場

Nurse心拍

呼吸数

酸素飽和度

血圧
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ノルディックヘルスラボ
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ノルディックヘルスラボ（Nordic Health Lab）
は中小企業間の橋渡しに積極的に取り組み、
デンマークの公共医療システムに革新的なソ
リューションを提供している団体です。病院や
自治体と正式なパートナーシップを締結し、中
小企業のソリューションの透明で効率的な一
元化された橋渡し役として、革新的な医療ソ
リューションの試験運用を実施、成功に導いて
おり、その事例は増え続けています。

地域や分野を超えたパートナーシップのもと、ノ
ルディックヘルスラボは（ニーズに基づいた）適
切なソリューションの試験運用を行い、記録し、
導入を促進し、医療システムにおけるボトムアッ
プ型の規模拡大を目指します。

また、病院と自治体のニーズ把握から中小企
業の選定とマッチングおよび準備、テストの実
施支援、ソリューションの価値と可能性を記録
するための強固で透明な評価手法の適用ま
で、すべてのプロセスを重視しています。

このように、ノルディックヘルスラボはデンマー
クや世界の医療従事者の仕事の質を向上さ
せ患者の健康を促進する、新しい支援技術・
医療技術の発展を加速させる上で、重要な役
割を果たしています。

地域や分野を超えたパートナーシップ

事例 ノルディックヘルスラボ

コペンハーゲン大 学 病 院 の 一 部である
Amager and Hvidovre病院の病理診断部は
2014年以降、それまで子宮頸がんスクリーニ
ングの主流だった臨床医によるHPV検体採取
に代わり、患者による採取方法を開発、検証、
導入し、現在も運用しています。

その開発には、医療従事者団体、患者団体、
デ ン マ ー ク 身 体 障 害 者 協 会（Danish 
Association of the Physically Disabled 
Persons）、さまざまな医療および一般関係者
や民間企業が関わり、協力しあって官民イノ
ベーション（PPI）を成功させました。

このPPIは、標準的な検査プログラムに参加し
ない女性を対象とした、自宅でのHPV検査ソ
リューションの開発につながりました。先端技術
と医学研究を応用したこの画期的なアプローチ
により、個人が自宅でHPV感染の有無を検査
できるようになりました。デンマーク首都地域で
は、この自宅検査を導入したことでHPV検査率
が上がり、早期発見できる事例が増え、子宮頸
がん予防活動の効果が大幅に高まりました。

デンマーク首都地域

事例 子宮頸がんスクリーニング

デンマーク首都地域は毎年5万人の女性に向けて自宅でのHPV検査を奨励し、 
そのうち20％が提案を受け入れています（オプトイン方式）。

自宅検査は、治療を要する女性を年間約100人特定し、年間8～13人のがんを 
予防するなど、子宮頸がん予防に貢献しています。毎年4～5名の女性が自宅で
の検査後にそのままがんと診断されています。
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2020年は33％

32%

介護施設

30%

在宅ケア

2022年は63％

60%

介護施設

52%

在宅ケア

調査の結果、バーチャル訪問を
すでに導入している、または

導入中であると回答した自治体が
増えていることが明らかになった1

導入と適用
革新的なソリューションの開発は非常に重要視
されるものですが、その一方で、効率的な導入
と適用にはあまり注目が集まりません。

この分野の課題克服には、継続的なマネジメン
トの注力と利用者の参加が必要です。デンマー
クの医療システムは、意思決定の過程や方針
の策定、サービス改善の取り組みに、患者・
医療従事者・市民が参画することの価値を非
常に重視してきた歴史があります。

このアプローチが、国民のさまざまなニーズや
好みに即した医療サービスの提供を可能にして
いるのです。

例えばデンマークの自治体では、高齢者介護、
障害者支援、医療といった分野で、技術の試
験運用や導入に取り組んできました。こうした
分野での技術導入する総合的に目指すもの
は、利用者とってのエクスペリエンスの向上、
医療従事者の労働環境改善、業務の合理化
であり、結果的にこれはリソースの節約にもつ
ながります。

ヴィボーは、在宅ケアサービスでのバーチャル
訪問導入に成功し、人々が受ける介護サービ
スのあり方を一変させました。従来の訪問介護
に代わるバーチャル訪問という選択肢ができた
ことで、人々は自分の生活をコントロールできる
と感じられ、力づけられています。

バーチャル訪問は実際の訪問を定期的に組み
込むことで補完され、医療従事者は人々の健
康状態をより広い視野から把握します。

ヴィボーは導入プロセスに主体的に取り組み、
適応力を養うことで課題を克服してきました。

ケアに技術を導入しながらも、介護における人
間同士の交流を維持することを重視したことが、
この成功に結びつきました。この事例は、在宅
ケアにおけるデジタル変革を最適化するには、
Atea社のユーザーフレンドリーな技術、デジタ
ルスキル、継続的な対話が必要であることを示
しています。

中央ユラン地域、ヴィボー自治体

事例 在宅ケアにおけるバーチャル訪問

CATCHプロジェクト

心臓専門医と一次診療医とが互いに離れた場所で協力しあえる「カーディオ共有」モ
デルを採用したプロジェクトで、一般開業医の指導に役立つことが実証されています。
イノベーション・ファンド・デンマークの支援のもと、心不全患者の治療におけ
るその有効性評価の研究が行われています。

心臓専門医は患者の退院に先立ち一般開業医、介護者、親族とビデオ会議を
行い、その後は要請があったらリモートで支援を提供します。この斬新なアプローチ
の狙いは、患者の治療を、病院ではなくプライマリーケア部門で担う支援をす
ることにあります。
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ユーザーの
45％超が
30歳以下

訪問者10人中9人が、
Mindhelper.dkが
役に立ったと回答

2022年の
訪問者数
110万人超

自分の不安感について 
理解が深まり、自分と自分の思考は
別ものだと知りました。おかげで 

不安に駆り立てられるのではなく、 
自分が望むものに基づいて 

行動できるようになりました。

マインドヘルパー利用後の若者

フレソ自治体における感覚刺激に対する分野横断的アプローチ

事例 感覚刺激テクノロジー

デジタル精神医療センター（Centre for Digital 
Psychiatry）は、すべてのデンマーク国民が精神
医療を容易にかつ平等に利用できるようにするデ
ジタルソリューションの開発・テスト・研究・導入
を目的に設立されました。

そのためには、精神医療における現在のニーズ
と、それに合ったデジタル技術をマッチングする
必要があります。南デンマーク地域精神科医

（Psychiatry in the Region of Southern 
Denmark）の一部である同センターは、病院の
各部署と協力しデジタルソリューションの開発と
導入に取り組んでいます。また、大学・企業・
行政機関・医療システム内の他機関と協力し
て開発・研究プロジェクトも進めています。
 

加えて、全国規模のデジタルサービスの運営と
さらなる開発にも取り組んでいます。その一例
が、困難を抱える青少年を対象としたオンライ
ンサービス「マインドヘルパー（Mindhelper）」で
す。Mindhelper.dkを通して、失恋や孤独、不
安感や抑うつなど幅広い事柄について知識や
助言を得ることができます。

目的は、学校や青少年向け教育プログラムで
教師が心の健康について教える際に使用する
教材を開発し、青少年の全般的な心の健康を
促進することです。

精神医療を平等に利用しやすく

事例 デジタル精神医療センター

Film

音
光

映像

Wavecare社は、映像、音声、照明により心地
よい感覚刺激を与え、困難な状況にある人に
ケアと安心感を提供する感覚技術を手がけて
います。精神疾患を抱える人の落ち着かなさ、
不安感、無反応さに対し、この技術がよい効果
を与えることが証明されています。

Wavecare社は現在、フレソ自治体の介護施
設で感覚技術を試験運用したり、導入したり
しています。導入の主な目的は、介護スタッ
フが支援技術として感覚刺激を利用する
ための専門知識を高め、それによりケアを
改善し、ひいては調和のとれた職場環境
を作り出し衝突を減らすことです。

分野横断的なツールとして感覚刺激を取り入れ
ることで、入居者の日々の生活とウェルビーイン
グが向上し、入居者とスタッフの双方にメリット
がもたらされると期待されています。

（出典：マインドヘルパー）
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規模の拡大
規模拡大とは、支援技術や医療技術を医療
従事者や患者、人々に向けてより広く普及させ
利用しやすくする一連の作業のことです。
支援技術を効果的に普及させられるか否かは、
規模拡大において重要な要素です。

それには、障害者関連団体との連携や、新た
な普及経路の構築、またはそうした技術の利用
を容易にするためのオンラインプラットフォーム
の開発などが必要かもしれません。

医療システムで技術ソリューションを創出し、普
及させ、規模を拡大するには、強固で組織的
な枠組みが必要です。この枠組みでは、開発
と導入に体系的なアプローチを取り、組織の
成長とユーザビリティの向上に時間をかける必
要があります。データの提示を重視しながら質
の向上と治療を行い、イノベーションと導入の
リーダーの任命がそれを支えます。

デンマーク支援技術事業者団体も支援・ケ
ア・医療技術を手がける地元企業も、技術の
規模拡大やパイロットプロジェクトの大規模調
達への移行が容易ではないことは理解していま
す。

デンマークは強力な技術基盤を持っています
が、医療システムが5地域98自治体に分散され
ていることが、革新的な新しいソリューションの
普及においては課題になっています。

多くの自治体や地域がこうした技術に関心を持
ち積極的にソリューションの試験運用を行って
いるものの、大規模調達や広範な導入に至る
例は多くはありません。そのため、同事業者団
体は、規模を拡大し地域間の連携を促進する
ために国レベルでアプローチし、新たなソリュー
ションの開発と同時に、効果が実証されている
既存のソリューションの導入にも重点を置くべ
きだと訴えています。

規模拡大には困難が伴う
Danish.Careの視点 
支援技術事業者団体

デンマークの公共部門は年間約4000億デン
マーククローネをモノやサービスの調達に支出
しています。まだ活用されていないものの、公
共調達には大きなイノベーションの触媒になり
うる潜在力があります。この潜在力を活かすた
め、デンマーク政府は官民イノベーションセン
ター（CO-PI）を設立し、「規模拡大プロセス」と
呼ばれるアプローチを採用しました。

CO-PIの規模拡大プロセスでは、複数の公共
機関が協力し、まだ民間市場で適切に解決さ
れていない共通の課題の克服を目指します。
公共部門は取り組みを結集することで大規模
な集団需要を創出し、民間企業に対しそうした

需要に応えるソリューションを開発する動機付
けを与えます。CO-PIの4つの規模拡大プロセ
スのうちの2つが、時短に役立つ福祉技術に
重点を置いていることは特に重要です。

これらの規模拡大プロセスは、官民双方の
ステークホルダー間に、課題解決に向けた
継続的かつ体系的な対話を促します。

市場の民間企業は公共部門の顧客の課題や
要求について理解を深めることができ、同時
に、公共部門は革新的ソリューションに何を求
めるかを精査し調整することができます。

官民イノベーションセンター

事例 CO-PI

「この業界の事業者団体である私たちは、
全国で、また業界やエコシステムを超え
て、政治的視点に立った協力関係をさらに
広げていきたいと考えています。協力して
取り組めば、医療やケアの分野でデンマー
クの確かなソリューションをもっとうまく効
率的に導入し、ひいては福祉・医療技術
の恩恵を享受できるでしょう」

モルテン・ラスムセン
Danish.Care CEO
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該当
する
すべての人が利用可能

病院

一般開業医

歯科医自治体内の
医療従事者

一般市民

薬局

薬物治療記録の
共有

委任状によって
指定された親族

効率的なワークフロー
デンマークの医療システムにおいて、効率的な
ワークフローと管理は不可欠な要素です。これ
があってこそ、医療機関はリソース利用を最適
化し質の高いケアを提供することができます。
高度な医療デジタルインフラは、地域のITシス
テムを統合し、医療従事者が分野を超えて医
療情報にアクセスできるようにし、分野間での
セキュアな情報交換を可能にして、これを後押
しします。

このシステムには、人材不足や増大する患者
からの要求といった課題があり、革新的なソ
リューションの模索が求められています。電子
登録システムや追跡システムの統合により業
務が合理化されたことで医療従事者の時間が
節約でき、それまでと比べ患者のケアに集中で
きるようになりました。これは私たちの病院だけ
でなく、在宅ケアサービスにも言えることです。

病院では、医療スタッフのワークフローを簡略
化できるように、機材や家具の配置など、施設
を戦略的に設計しています。こうした改良は患
者のアウトカムやエクスペリエンス向上につな
がります。医療従事者が有意義な話し合いや、
患者に合ったケアの提供により多く時間を使え
るようになるためです。

デンマークの医療システムで効率的なワークフ
ローを維持するためには、継続的なイノベーショ
ンと卓越性の追求が不可欠です。デンマーク
の医療システムを改良し最適化していくため、
私たちはレベルや分野を超えて関連する医療
データを共有することを目指しています。最もわ
かりやすい例は、薬物治療記録の共有です。
データベースとして一元化され、医療従事者は
患者の薬物治療情報にアクセスしたり更新し
たりでき、ケアの調整と患者の安全性向上に
役立ちます。

モバイル通信プラットフォーム「Columna Flow 
Clinical Tasking」は、Systematic社とオール
ボー大学病院（Aalborg University Hospital）
の救急部門の外科医とによる官民パートナー
シップのもと開発されました。

これはスピードを求められる環境でのプレッ
シャーを緩和し調整を支援するソリューション
で、臨床医はモバイルアプリで簡単に同僚の
作業負担やこれから来る患者の情報を把握で
きます。

業務や職務範囲がリアルタイムで反映され、情
報は常に患者に紐づけられています。その結
果、ワークフローが円滑になりストレスが軽減さ
れ、電話の回数も減り、概観が把握しやすくなり
ます。Columna Flow Clinical Taskingは、ビ
デオとメッセージ機能が使えるセキュアなプラット
フォームで、臨床医は患者についての情報交換
が簡単にできます。チェックイン機能を使うと、オ
ンコールのすべての同僚がリアルタイムで把握
でき、その時点での空き状況も確認できます。

官民パートナーシップで開発

事例 モバイル通信プラットフォームを 
利用したワークフローの円滑化

私は調整担当シニア医師ですが、このソリューションのおかげで
すでに研修医の全体的な状況をよりよく把握できるようになったと感じています。 

同時に、電話の通話も減りました。メッセージ機能を使って
研修医と手短にやりとりできるからです。

調整担当シニア医師
デンマークオールボー大学病院救急科
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デンマークでは医師が薬を処方する一方、自分
で服薬管理ができない高齢者や体の弱った人
の投薬については、多くの場合訪問看護師が
責任を負っています。そのため、薬物治療管理
は看護師の職務の大きな部分を占めています。
これに応えオールボー自治体は、入居者に薬を
正確に提供する投薬ロボット「TIM」を開発しま
した。

TIMはケアシステムと医療記録のデータに基づ
き、正しい分量の薬を提供します。その精度は
2020年以降99.88％と高く、人間を上回って
います。TIMの導入は利用者の満足度向上だ
けでなく、入居者1人あたりの看護師の労働時
間を1週間あたり1時間短縮することにつながり
ました。空いた時間は別の業務に割り振ること
ができます。

ただし、プロジェクトには支出が伴うため、TIM
の機能やメリット、業務補助における役割、投
薬の精度向上や入居者の自立促進への貢献
などについて、わかりやすく継続的に説明する
必要があります。

オールボー自治体

事例 薬の調剤

精度
99.88％

看護師

TIM

患者

在宅ケアスタッフにとって、時間は非常に重要で
す。在宅ケアスタッフが電話やタブレットの充電の
ために余計な手間や時間を取られる場面は多々
あります。在宅ケアを手がけるある民間企業では、
LEBA Innovation社のNoteLockerを導入したこ
とでこの問題が解決し、効率アップが実現しまし
た。NoteLockerを使うと、業務用の電話やタブ
レットやPCを常に充電されたすぐ使える状態に保
つことができます。スタッフは時間を節約でき、フ
ル充電されたデバイスで業務に専念することがで
きます。

デジタル記録にシームレスにアクセスし、効率
よくサービスを提供できます。

NoteLockerは、在宅ケアエクスペリエンスを
合理化・効率化しました。スタッフは1日で複
数の利用者を遅れることなく訪問でき、重要な
情報にはいつでもアクセスできます。その結果、
効果的で信頼できる在宅ケアサービスが提供
できるのです。

合理的で効率的な在宅ケアエクスペリエンス

事例 時短につながる技術

デンマークの病院には、医師や看護師を確保・
維持するという課題があります。業務の魅力を
向上させる効果的なアプローチのひとつは、ス
タッフが計画作成に参加できるようにし、円滑な
シフト変更も選択できる業務スケジュールを提
供することです。

業務合理化とスタッフの参加促進のために、
PDC社は「PDC-Plan」というツールを開発しま
した。スタッフはこのツールを使って、勤務時間
や休業時間を申請し、同僚間で簡単にシフト
の交換もできます。

共同で人員配置をすることで計画作成がはる
かに効率よくでき、従業員の在職期間も伸び
て、労働力の強化につながります。

スタッフが計画作成に参加できるようにする

事例 効率的なプランニングで 
スタッフの離職率が低下

従業員アプリの
利用者数

8言語で
利用可能

最大拠点で
プランナー2,000人、
従業員3万人

+200,000
PDC-Planで
従業員の

スケジュールを
作成

22 — 23

効率的なワークフロー効率的なワークフロー



エンパワメントと自己管理
Coloplast社は、世界初のデジタルによる漏れ
通知システム「Heylo」を開発しました。ストーマ
利用者は初めて漏れ通知をデジタルで受けられ
るようになり、自分の望む生活に近づくことがで
きました。

92％ 2が漏れについて不安があり、76％ 3

がベースプレートの下で漏れを月1回以上
経験したことがあり、26％ 4が過去1カ月
以内に衣服への漏れを経験したと回答しま
した。

Heyloはレイヤーに組み込まれた先進的なセン
サー技術でストーマベースプレートの下の漏れ
を検知します。利用者は直感的に使えるアプリ
で早期に漏れ通知を受け取ることができるた
め、自信と安心感が得られます。

利用者の自信と安心感が高まる

事例 センサー技術が生活の質向上を促進

もし患者の漏れに対する恐怖心を軽減できたら、
患者の生活の質が向上するだけでなく、看護業務も改善され、

空いた時間でその患者と他の事柄について話し合ったり、
他の患者を見たりができるでしょう。

Tracey Virgin-Elliston
英国、ストーマケア専門主任看護師

セン
サー
技術

医師

患者

教育

能力強化

提携

患者を中心とした
エンドポイント

デンマークは医療において、患者のエンパワメ
ントと自己管理を重視しています。これは医師
中心から患者中心へと移行しつつある世界的
な傾向を反映したものです。この考え方はデン
マークの病院の革新的なプログラムに明確に
現れています。これらプログラムは患者エクスペ
リエンスを最適化するよう設計・構成されてい
ます。新しい各病院は、患者ケアの継続性や
患者の安全性の向上、効率化、質の改善を目
指しています。

患者エンパワメントを重視するこのような姿勢
は、病状についての教育から医師と共同での
意思決定にまで幅広く及び、それが個々のニー
ズに合った治療計画を可能にしています。そこ
では、電子カルテや在宅治療といったデジタル
医療技術も積極的に活用されています。
これにより患者は医療情報にアクセ
スし、自分の健康状態を追跡し、
自主的な健康管理ができるように
なります。

個人の医療データにオンラインで安全にアクセ
スできるため、在宅治療、健康状態追跡アプ
リ、自己検査ツール、健康指標測定用のウェ
アラブル機器といったツールを使い、自分自身
で健康管理ができるのです。

医療従事者はこうしたエンパワメントを促進する
ため、特に共同意思決定のためのコミュニケー
ションスキルについて、訓練を受けています。
患者団体、支援団体、国家の医療戦略も、そ
の重要性を強調しています。こうした取り組み
を通じ、デンマークは患者のエンパワメントに努
め健康状態の改善を目指しています。

情報－インスピレーション－招待ヘルスケア・デンマーク24 — 25
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患者目線での
質の改善

患者エクスペリエンス
全国調査（LUP）

毎月の
フィードバック

LUPが患者目線で質をモニター・改善
するためのツールとして機能し、
患者からのフィードバックが病院に
毎月送られる。患者は希望すれば
調査に参加できる。

AQUATIME社とABENA Nova社は高齢者
の脱水と失禁に対処するために戦略的パート
ナーシップを締結しました。デンマーク国民の最
大50万人5が失禁に悩んでいること、また年齢
と共にその割合が増えることを踏まえると、これ
は重要な課題です。
AQUATIME社のインテリジェントな飲料用グラ
スは、その人の水分摂取習慣についてデータ

を収集し脱水を予防します。一方ABENA 
Nova社の失禁用オムツには無線センサーが
搭載されリアルタイムにデータを取得して、個々
人に合ったケアを提供します。このパートナー
シップは革新的な技術ソリューションを組み合
わせて高齢者の生活の質を上げるとともに、医
療スタッフの作業負担軽減にも貢献します。

事例 脱水予防と作業負担の軽減
患者目線での質

事例 患者の参加促進センター

必要なすべての情報が一元化されたIBG（市民
のためのインタラクティブガイド）を使って、年
齢、性別、経歴、能力に関わらず誰もが包括
的な個人用のコミュニケーションツールで能力
を伸ばすことができます。

スマートフォンとタブレットで使えるIBGを利用す
ると、タスクを概観できます。予測可能性、安
全性、構造、利用者のエンパワメントを促進し、
独立性と一貫性を高めます。

事例 独立性と一貫性を向上

食事
プランニング

活動調整

作業
スケジュール

タスク構成

Work
schedules

Meal
planning

Activity
coordination

Work
schedules

Task
structures

Users

食事
プランニング

活動調整

作業
スケジュール

タスク構成

食事
プランニング

活動調整

作業
スケジュール

タスク構成

食事
プランニング

活動調整

作業
スケジュール

タスク構成

患者の参加促進センター（Centre for Patient 
Involvement：CPI）は、カウンセリングと評価
を通じ医療分野で患者の参加を拡大することを
目指しています。

活動には、デンマークの病院における患者エク
スペリエンスと満足度を評価する「患者エクス
ペリエンス全国調査（LUP）」も含まれます。
CPIは各病院での患者参加のベストプラクティ
スについての学習を促進し、患者やその家族
に組織的に参加してほしいと提唱しています。

そうすることで、より患者を中心とした医療シス
テムが構築できるのです。CPIは導入の支援、
フィードバック提供、患者パスウェイのマップ作
成などを行います。また、患者目線で見た質に
ついてのデータを業務に反映させます。

市民は、インタラクティブな画面や
アプリからシステムにアクセスでき
ます。主要な情報を一元化し、コ
ミュニケーション、自己管理、利用
者の参加を推進し、特に認知機
能に困難を抱える人を支援しま
す。IBGには仕事のスケジュール
作成、食事のプランニング、活動
調整、タスク構成といった機能が
あり、スタッフや利用者の親族が
アクセスできます。
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緊急通報を受けた際の心停止（CA）の見極め
は、優先順位を付け、迅速に効果的なケアを提
供する上で不可欠な要素です。この作業は経
験豊富な救急医療司令員にとっても難しいもの
です。AIがこれを補助できる可能性があります。

AI技術は、緊急通報を受けた際に迅速かつ効率
よくCAを特定できるAIモデルで、デンマークで開
発され試験運用を経て導入にまで至っています。 
 
 

この官民パートナーシッププロジェクトは人間
の司令員を上回り、2020年パブリック・イ
ノベーション・アワードを受賞したほか、現在
では他のEMSシステムでも使われています。

当初のパートナーシップにはコペンハーゲン大
学、コペンハーゲンの緊急医療サービス、
Corti社のAIが参加していました。Falck社は
現在、さまざまなEMSシステムや研究グループ
と共に、AIを他の救急サービスに利用する可
能性を模索しています。

事例 AIを活用した心停止の特定

Teton社は、AIを使ったプラットフォームの先駆
けである「Teton One」を開発しました。これは
AIによるセンサーを搭載した、業務合理化とケ
アスタッフの状況把握支援と安心感向上のた
めのプラットフォームです。

自動モニタリング、転倒予防および検知、記録
作成、睡眠・覚醒サイクルの分析などの機能
を備えています。Teton社の第一の目標は、ケ
アスタッフの負担を軽減し、患者への直接のケ
アにより集中できるようにすること、燃え尽きの
リスクを減らし、アウトカム悪化を防ぐことです。

このプラットフォームには、コンピュータービジョ
ンという技術が使われています。これはセンサー
に搭載されたコンピューターが画像データを処
理し、その情報をスタッフに数値で伝えるもので
す。

多数の個別の機器やセンサーを使って室内で
起きているさまざまな現象をモニターするのに比
べ、この技術は汎用性が高く、1つのセンサー
で複数の作業が同時にでき、患者のプライバ
シーも守ることができます。

事例 AIによるモニタリングがケア 
スタッフを支援し患者にとっての質も向上

デンマークは医療におけるAI活用の先進国で
す。国内各地に臨床でのAI応用に特化した研
究・イノベーションセンターが置かれています。

デンマークでは広くデジタルインフラが整
い幅広い医療データが揃っていることから、
デンマークはこの分野のグローバルリー
ダーの立場にあり、データを活用した技術
の未開拓の可能性が大きく広がっています。
この可能性はAIやデジタル介護の道を開くこと
になるでしょう。いずれも、人口動態の変化が
見込まれる今後の医療の課題を克服する上
で、ますます重要になっています。

デンマークのレジリエンス委員会（Resilience 
Commission）がAI技術には医療向上に貢献
する可能性があると認めていることは注目に値
します。同委員会は特に、診断にもっとAIを
活用することを推奨しています。AIの可能
性は現在さまざまな用途で模索されていま
す。例えば救急医療の専門家が脳卒中患者
を迅速に特定する支援をしたり、医師のス
キャン画像解釈を補助したりすることで、よ
り正確な早期診断につなげます。

これは、患者のアウトカム改善だけでなく、人材
不足やコスト削減にも貢献します。

しかし、AIを完全に医療に統合するには課題も
あります。患者データのセキュリテイ確保や、AI
アルゴリズムに偏りがありうることへの対処、自
動化に伴う職責変更への適応といった課題で
す。それでも、デンマークは強固なデジタルイン
フラや質の高い医療システムを有しイノベーショ
ンにも意欲的であるため、医療におけるAIの多
大な潜在力を活用する上で、有利な立ち位置
にあると言えるでしょう。

人工知能（AI）

情報－インスピレーション－招待ヘルスケア・デンマーク28 — 29
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とは、情報通信技術を使った医療サー
ビスであり、患者とサービスを提供す
る医療従事者は直接面会する必要は
ありません6。

遠隔医療／在宅治療

これは、人々のニーズに医療サービスが応えられていない
部分に新しい技術を活用し、こうしたサービスを

身近に感じられるようにしている典型的な例です。

ソフィー・ローデ
内務保健大臣

北ユラン地域では 
COPD患者約700人が、
在宅治療／遠隔医療を 
受けています。

デンマークのシェラン地域はEホスピタルを導入
するという革新的かつ大きな一歩を踏み出しま
した。これにより人々は、治療や指導を、自宅
で、あるいは近隣のサテライト拠点で受けること
ができます。
重要なのは、このデジタルな手段を使うのは、
患者の安全が確保できるときのみであり、医療
への責任ある技術統合が重視されている点で
す。

患者はどこにいても必要な指導や治療を受け
ることができるようになり、これは患者にとって
大きなメリットです。

斬新なこのアプローチにより目覚ましい結果が
得られました。特に、患者にとっての医療サー
ビスの質と安全性が高まり、同時に緊急入院
を必要とするケースが減りました。

また、バーチャルケアへと向かう流れは、病院
と一次医療の間の動的なパートナーシップの
必要性を浮き彫りにしました。この協力関係は
患者の自宅や自宅近くで個々人に合わせた治
療を提供するにあたり、特に重要です。先端
技術と患者中心のケアを融合させたこの取り
組みは、医療サービスに対する現代的で包括
的なアプローチの一例と言えるでしょう。

シェラン地域

事例 eホスピタル

デンマークでは、遠隔地での医療サービス提供
に遠隔医療が利用されることが増えています。
本レポートでは遠隔医療ソリューションを指して

「在宅治療」という用語を使います。

在宅治療は、患者が診察や治療を自宅で受け
やすくして、アクセシビリティ、利便性、効率の
向上を図ります。在宅治療では人々に自分の
病気をよりよく知るためのツールを提供します。

そうすることで、症状の変化に気づいたとき迅
速に行動でき、不安を軽減することもできます。
デンマークの保健当局と民間の在宅治療サー
ビス企業が、デンマークにおける在宅治療導入
を支援しています。

例えばTeleCare Nord COPDプロジェクトで
は、永続的な遠隔医療による家庭モニタリング
サービスを展開して、病院、自治体、開業医と
協力し、北ユラン地域の慢性閉塞性肺疾患

（COPD）患者を支援しています。このサービス
は現在全国に拡大しています。

ただし、データプライバシー、診療報酬、アクセ
スの公平さ、既存の医療システムとの統合と
いった課題を、慎重に考慮する必要がありま
す。

遠隔医療

情報－インスピレーション－招待ヘルスケア・デンマーク30 — 31
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リハビリ

分析改善

データ
追跡

Icuraは、患者の退院後の回復や慢性疾患治
療に運動が重要であるという考えに基づき、
自宅での身体活動や運動の改善に特化し
た在宅治療ソリューションです。

センサーを使ったトレーニングとユーザー
フレンドリーなアプリによって、Icuraは患
者が日々の生活に身体活動やトレーニン
グを組み込むよう指導し、やる気を起こさ
せます。Icuraは特定のパラメータと日々
の活動を測定し、データをセラピストに送
信して、患者とセラピストの両方にとって
有用な情報を提供します。

セラピストには時間を節約し、個々人に合わ
せたサービスを柔軟に提供できるというメリット
がある一方で、患者は効果的な運動指導が受け
られます。

医療機器

診療補助

ビデオによる
相談

データ
追跡

医師の
フィードバック

写真

オーデンセ大学付属病院（OUH）は、早産児と
その家族のために独自の遠隔医療ソリューショ
ンを採用し、赤ちゃんと家族が何週間も入院す
る代わりに自宅で過ごせるようにしました。

早産児は病院の専門家が本来の予定日まで
モニターしますが、OUHでは自宅と病院とをつ
なぐ遠隔診療を活用して、赤ちゃんと家族がそ
の期間も自宅にいられるようにしています。

退院して自宅に戻る前に、親は子どもへの食
事の与え方、成長の測定方法、看護師とのビ
デオ相談に先立ち病院アプリを使って週2回
データをスタッフに送信する方法を学びます。

iPadで新生児科に接続するだけで、早産児と
その親は退院しても安全でいられ、必要な医療
ケアは自宅の安心できる環境で受けることがで
きます。この遠隔医療ソリューションのおかげ
で、親の自信が強まり子どもの必要に応える能
力も向上し、家族が自宅で一緒に過ごすことが
できます。

南デンマーク地域

事例 早産児とその家族の遠隔在宅ケア
センサーを使った訓練とユーザーフレンドリーなアプリ

事例 在宅リハビリを改善

デンマークの25の自治体や病院による臨床プロ
ジェクトで導入されているIcuraは、医療提供の 
あり方の変革の最前線にいると言えるでしょう。
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Dermloopアプリはデンマークの5地域のうち3地域で試験運用・利用されているアプリで、
AIを活用したトレーニングと臨床フィードバックにより皮膚科診断に革命をもたらしています。
Dermloopアプリは、例えば症例数の少ない一般開業医などの医師のトレーニングを
標準化し、診断精度を高めます。一般開業医と病理医が患者データと画像をシームレスに
共有し、直接やりとりできるようにして、フィードバックと協力を促します。

このアプローチにより、不要な手間や待ち時間を減らしリソースを節約し、効率化につなげま
す。皮膚科診断を一次医療に移行できる可能性も生まれ、イノベーションの発展や患者
ケアの改善につながります。

皮膚科医、形成外科医、病理医によるメラ
ノーマ（皮膚がん）の診断・治療にかかって
いる支出の3分の2をアプリを使うことで

抑制できる可能性があります。

ニルス・クヴォーニング
Melatech社CEO、Dermloop開発者

教育
今後の医療の課題には、医療従事者教育の中
で取り組む必要があります。進歩する技術を有効
活用し、技術を取り入れるのに必要なスキルを教
えることが必要になります。

こうした能力は、医療システムが直面する患者
数の増加と、労働市場に参入する労働力の減
少という人口動態上の2つの課題を克服する
上で不可欠です。

この課題を克服するためには、大学や教育機
関が、将来の医療従事者が医療ケアや治療
での新技術活用に習熟するだけでなく、新しい
ソリューションの開発や応用に対する学生のイ
ノベーション能力や好奇心を養えるよう、コース
や教育方法を設計することが極めて重要です。

もう一つの選択肢として、医療従事者が実務
を始めるにあたって遭遇する場面を技術を使っ
てシミュレーションすることが挙げられます。例え
ば、精神科で興奮状態にある患者への対応の
練習に使うことも考えられます。

UCLは新たな手法の実験を行い「Educations 
4.0」を導入しました。

このプログラムの根本にある考え方は、現在社
会のあり方を変えつつあるデジタルイノベーショ
ンは、将来の教育も同様に変える、というもの
です。同プログラムは、技術の発展が教育にど
う影響するかを検討し、それによってどんなメリッ
トと課題がもたらされるかを把握することを目指
しています。

重要なのは、内容やアイデアは学生や教師な
どからボトムアップで提案されるべきだという点
です。このテストプログラムは2022年から
2025年まで実施され、教師・学生・研究者
は未来の教育についてのさまざまなアイデアや
教育実験を開発しテストすることになります。ま
たこうして、学生を技術活用に慣れさせ、経験
を積ませます。このプログラムの結果はデンマー
クの教育関係者により評価され公表される予
定です。

UCLが「Educations 4.0」を導入

事例  
ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン（UCL）

デンマークの認知症学習センター（Dementia 
Learning Centre）は医療従事者、認知症患
者本人やその親族に認知症について学んでも
らうために、シミュレーションを活用した革新的
なアプローチを採用しています。

そこでは、インタラクティブな、感覚が歪んだよ
うに感じる生活空間シミュレーターを使って、認
知症の人の生活がどんなものかを実際に体験
します。その生活空間では、モノの位置が変
わっていたり、予想した通りに機能しなかったり
と、何もかもが本来とは異なっています。

そのため、ものごとの全体像の把握や、日常の
単純な作業さえも困難になります。このようなシ
ミュレーションを通じて、認知症の人の生活をリ
アルに体験することができます。シミュレーショ
ンの後に報告会が設けられ、参加者は自分の
経験を言葉にして行動に結びつけ、認知症の
人へのケアの改善に活かします。

知覚の歪みを経験できるインタラクティブな生活空間シミュレーター

事例 認知症のシミュレーション
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今後の展望

デンマーク政府は、デンマーク医療システムの
開発モデルを模索し提示するため、構造委員
会を発足させました。

調査の重点分野には、医療提供の一貫性の
維持、より広範な部門横断的ケアの普及、業
務の分配、均一性の確保、患者の権利の擁
護、民間セクター参加の評価などがあります。
デンマークの医療システムは、臨床スタッフの
不足、データ管理、専門性強化の必要性と
いった課題に直面しています。包括性を目指す

同委員会は、高度なデジタル化を目指し、医療
部門の新たな構成・組織を検討することが重
要であると考えています。

世界のどこであれ、高齢化は医療ソリューショ
ンに対する需要が急増することを意味します。
自動化技術の導入と革新的な医療ソリューショ
ンへの継続的な投資が必要です。

その目的は、単に寿命を伸ばすだけでなく、生
活の質を上げることにあります。新技術の登場

により先進的な医薬品や治療方法が生まれ、
従来の医療に著しい変化がもたらされることは
確実です。

デンマークは公的機関と民間企業との間の協
業を従前より続けてきました。加えて医療デー
タ管理にも熟達しており、それらが医療におけ
る人工知能活用の強靭な基盤となっています。

医療業務を効率化できるルーティン作業の自
動化には大きな可能性があることが研究で明ら
かになっています。

デンマークの医療セクターが現在進めているプ
ロジェクトでは、さまざまな地域でその可能性を
最大化することに重点が置かれています。ま
た、構造委員会は、画像診断やラボ検査など
の診断セクターを国レベルで組織し、一貫性と
均一性を高めることを検討しています。医療の
デジタルトランスフォーメーションの核心にある
のは、市民中心のサービスを重視する姿勢な
のです。
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